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鶴 崎 共 同 動 力 株 式 会 社 納

日立-GE17′000kWパッケージ形ガスタービン

鶴崎共同動力株式会社より受注した発電用17,000kWパッケー

ジ形ガスタービンが完成し,昭和43年12月6日に官庁Lゆん工検

査に合格し,引き続き営業運転にはいっている｡このガスタービン

は石油化学コンビナートiこ電力を供給すると同時にガスタービンの

排気を排熱回収ボイラに導きプロセス蒸気を発生しており,きわめ

て経済性の高い蒸気利用発電プラントである｡

1.お も な特長

(1)世界長大の製造実績を持つ日立-GEガスタービンの標準

棟種であり,すべての機器に標準設計か採用されており,高い信

煩性を有Lている｡

(2)このガスタービンは同時に設置された蒸気タービンおよび

外部電源との並列運転が行なわれることになっているが,ガスタ

ービンの出力ほこのコンビナートの重要負荷を受持つだけの容量

となっており,非常時にも重要負荷だけはガスタービンで受持つ

ように計画されたもので,高い信顕性が要求されている｡

(3)起動操作はすべて自動化されており,きわめて短時間に起

動することができる｡また外部電源の供給なしに起動が可能であ

り,外部電源の事故などによる全停電の場合でも,すみやかi･こ起

動し重要負荷に必要な電力を供給することができる｡

(4)排熱回収ボイラでプロセス蒸気を発生しているが,設計条

件では図2のプラント系統図に示すようiこ35t/hの蒸気を発生

することができ,熱経済性がきわめて高い｡またこのボイラは助

燃することもできるように設計されており,助燃した場合の蒸発

量ほ最大50t/hとなる｡

(5)ガスタービンほ図1に示すように,コンパクトにパッケー

ジ化されでおり,製作工場で組立てられた状態で輸送され,現地

での据付が非常に短期間で完了することカ;できた｡

(6)発電機はブラシレス励磁方式が才采用さjtているため,刷子

交換の必要がなく保1ト′亡､ミ検が容易となっている｡
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図1 パッケージ形ガスタービン発電設備
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17,000kW

15,700kW

l.033l(g/cm∃abs.

最大出力時 1℃

設計出力時15℃

5,100rpm

留H油

500PSディーゼルエンジン

開放形回転界磁式

18,824kVA

O.85

11,000V

60Hz

3,600rpm

ブラシレス方式

(口立製作所餞電事業本部)
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パワーブロック式ガスタービン完成

17,300kW,FS-5,パッケージ形ガスタービン4台が日立製作所

で完成し,アメリカへ輸出された｡これらは‾7メリカGE杜笹竺発電

機その他と組み合わされて,コモンウエルス･エジソン電力会社･

クロフォード発電所(シカゴ)に納入され,69,200klVパワーブロッ

ク式ガスタービン発電所として設置され,1個にまと♂〕られた制御

設備として運転制御されるものである.｡

ガスタービンのおもなt_L様は次のとおりであるこ

出力(4台分)..

回 転 数..

起 動 装 置.

圧 縮 機

卓芝 数‖

1上 縮 比‥

燃 焼 器

缶 数‥

燃 料‖

タ ー ビ ン

段 数..

出 口 温 度‥

.69,200kW

.5,100rpm

.300PSディーゼルエンジン

.16

.8

.10

.天然ガスぶよび軽油

.2

.550℃

アメリカの各電力会社では,ピークロード用および非常用電源設

備として多数のパッケージ形ガスタービンを採用しているが,この

たび日立拳法作所が納入したガスタービンも,このような目的のため

に設置されたものである｡

パワーブロックは図3に示すよう【･こ標準化されたパッケージプラ

ソトを複数設置し,あたかもクロスコンパウンド形蒸気タービンと

同じように一つのユニットとして運転制御を行なうものである｡こ

のようなパワーブロックは運転制御の面で,ほかの大容量発電設備

には見られない柔軟性を持っている｡たとえば起動時問10分間で

同期投入ができること,運転が現場でも遠隔でも行なえること,無

負荷連続運転が可能であること,100%負荷に上昇させるのに普通

状態で2分でよく,運転中の負荷を自動的にプログラム制御できる

ことなどである｡

図4は4台で構成されたパワーブロックの起動曲線で,4台をあ

たかも1台のガスタービンのように起動する場合を示したものであ

る｡起動信号により15秒間隔でそれぞれのユニットがシーケンシ

ャルに起動し,それぞれ着火,起動棟離脱などの過程を経て定格速

度に達し,自動同期装置により全ユニットの主回路遮断器を同時に

投入して同期にはいれる｡

図5はパワーブロックの性能曲線である｡この囲で破線はパワー

ブロックと定格出力および効率が等い､1台の大容量棟の部分負荷

性能で,実線はパワーブロックの1～3台を停止させた場合の性能

を示している｡これによると1台の大容量ガスタービンよりも4台

で構成されたパワーブロックのほうが,部分負荷の性能が有利であ

ることがわかる｡

(日立製作所

轢電事業本部)

図3 パワーブロック
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超耐湿,耐薬品絶縁エポキシシリーズ日立三相誘導電動機

絶縁材料の開発ほ近年非常にめざましく,これらの実用化への検

討が急速に進められている(｡特に無溶剤のエポキシレジンは,その

電気的特性ほもとより,耐熱,耐湿,耐薬品性にすぐれているため,

これらの特長を生かLた種々の電気■甘-が製作されている｡

一般に全閉外扇形♂)ような構造故郷かつ高価な保護方式があえて

使用されるのほ,外からの湿気,じんあいおよび劣化を促進するガ

スや薬品類からコイルを守ることにある｡コイルロ身がこれらに対

抗できるよう強化されておれば,保護構造によってコイルを守る必

要はなく,開放防まつ形,開放防備形,さらiこ開放無保護形と保護

方式の冊易な方向に移イ∫Lて,設備の経済化を図ることができる｡

以上の考えに基づいて,中溶量以ヒの三相誘導電動機にハイパク

トエポキシ絶縁を揺用したエポキシシリーズを開発し,多くの実箭

をあげているのでご紹介する｡

l.各種エポキシシリーズ

(1)エポキシNSシリーズ

簡易分解形開放防まつ形NSシリーズ(日立評論40年7月号参

照)にハイパクトエポキシ絶縁を採用したもので,構造,取付寸法

などほNSシリーズと全く同一であるし)周け削こ蒸左もが止らこもっ

ているようなかなり過酢な条件においても,耐湿,耐薬品性にす

ぐれているため,全閉外扇形の代用として便用できる(図】参照)｡

(2)エポキシAシリーズ

開放屋外形Aシリーズ(口立評論40年11月号参照)に/､イパク

トエポキシ絶縁を採用したもので,Aシリーズのすぐれた保護構

造とあいまって全閉外扇星外形の代用として使用できる｡この絶

縁は短期の冠水あるいほオーバホールの際の水洗いに際しても,

ワニス何処理の必要ほ無く,快寸の而でも有利である(図2参照)｡

ハイパクトエポキシ絶縁を採用Lた場合の絶縁種別はB種また

はF種である｡

なお用途に応じて,このほかの保話形式のものにハイパクトニ

ポキシ絶縁を採用Lたエポキシシリーズも製作している｡

‾一塁′｢一邁､扇貞･廻--;惑･--
ニ加

…笠d苧

京

__亘 責≡ヨ 監ミ六誉

[東11 エ ポ キ シ NS シリ
ー ズ

2.ハイパクトエポキシ絶縁の特長

日立製作所ではすでにエホキシ絶縁を新幹線用主電動較を初めと

して,車11t絹げ檀紙緑て･こ広く採用L.ており,その絶縁性能は高く評

価されている｡これらの実績と不断の研究により,新たに誘導電動

機用として開発されたものがノ､イパクトエポキシ絶縁である｡特殊

なバルブマイカテープを連続的に巻き,これに泣新の無溶剤形エポ

キシワニスを英字注入したち密にして堅固な絶縁である｡

(､1)電:気的特性

一触品に比べて誘電体損失が小さく,広い範囲の電はに対して

安定でポイド放電を起こL･ていないことが証明されている｡また

絶縁破壊の成さは一般の絶縁に比べて2倍程度であり,絶縁の信

掛生が著Lく向上している.｡

(■2)耐 熱 性

実際に電動機に佐用L-た場合におし､て,数十年の寿命を右する

絶縁の熱劣化機構を比較的短時間で再現L.て,寿命を評価する方

法がモータレット試験法であり,IEC Publication216(1966)と

して世界的に公認されている｡日立製作所でほ独自の評価法と併

用して従来より本法による評価法を採用しているが,これによれ

ばノ､イパクトエポキシ絶縁の耐矧生はF種としてじゅうぷんな余

裕がある｡

(3)耐 湿 性

ハイパクトエポキシ絶縁ほ,常に湿度が100%ある場所でも使

用し得る超耐湿特性を右Lている｡前述のモータレット法におけ

る吸湿試験己･こおいても,このモータレット法の試験を規定サイク

ルで実施したのち2週間浸水したが,絶縁抵抗の低‾Fは認められ

なかった.こ.

(4)耐 薬 品 性

定評のあるエポキシレジンを採用しているので,耐薬品性は完

ぺきである｡

(日立製作所機電事業本部)

図2 エ ポ キ シ A シリ
ー ズ
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自動連結式日立特別高圧閉鎖配電盤

空気遮断器を収納した閉鎖配電盤は,従来,遮断器の端子をボル

トで締め付けて固定する車輪付搬出形がほとんどであったれ今回,

低騒音形空気遮断器を収納した小形高性能で,出し入れ便利な自動

連結式特別高圧閉鎖配電盤を開発.多数納入したので,その概要を

説明する｡

1.お も な仕様

圧

流

電

電

格

格

定

定

定格速断容量‥

絶 縁 階 級‥

形 式

11.5kV

600A

l,200A

2,000A

750MVA

lO号B

屋内用･‥…HB75-PA

屋外用=…t -

23kV

600A

l,200A

2,000A

l,000MVA

20号B

tiBlOO-PA

OIiBlOO-PA

34.5kV

600A

l,200A

l,500MVA

30号B

HB150-PA

2.お も な特長

(1)遮断器の出し入れが容易である

遮断器の一次端子は完全な自動連結式で,制御回路および空気

管の接続は着脱容易なプラグ差込式とLてあるので.遮断器の出

し入れ,点検が容易である二

(2)操rFが安全である

ドアの内部にはバリヤが設けてあるので,通電中にドアを開い

ても危険性がない｡また,遮断器は投入されたままでほ出し入れ

できないよう,遮断器と引出ハンド′レとがインターロックされて

いるので,運転員の未熟や,誤操作による事故の心配がなく安

仁

色-

住 中-血
T
･

圏

蓑1 自動連結式特別高圧閉鎖配電盤寸法蓑

定 格

形 式
電 圧l電 流

幅 ■丁ち一 J

r･うJ しこさ 奥 行

心r､;′ふl■ミ(甘.仙l(mm)lrmm) (mm)

HB75-PA

HBlOO-PA

CHBlOO-PA

HB150-PA

600～2,000

600～2,000

600一-2.000

600～1,200

全である｡

(3)遮断器の操作試験カミ容易にできる

試験位置(断路位置)でほ主回路のみが新路され,制御回路およ

び空気管は接続されているので,遮断器の操作試験が容易にで

きる｡

(4) コンパクトである

一般の空気遮断器ほ動作時に高速で放出される排気を処理する

ため,運転位置,断路位置いずれにも排気量カこ必要であるが,こ

の引出形閉鎖配電盤でほ,遮断器自体に排気チャンバを備えた日

立独白の低騒音形空気遮断器を使用しているので,コンパクトな

構造となっている｡

3.用 途

速断性能のすぐれた空気遮断器を内蔵L,取i)扱い便利な自動連

結式としてあるので,発変電所の主回路や各種工場の配電設備など,

11～33kV回路のあらゆる電気設備に適用できる｡特に遮断器台数

の多い配電設備に効果的であるこ

(日立製作所機電事業本部)
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ポリビヤ国鉄納

日立HGA-55BB形液体式ディーゼル機関車

ポリビヤ国鉄において初めて採用した液体式ディーゼル機関車5

両を完成納入したが,これらは東部線のヤクイバ～サンタクルス,

サンタクルス～コロンバ間,約1,130kmの区間で,客貨車亡ナん引

用の幹線用機関車として使用されるものである｡機関車の全体を図

1に,主要仕様を表1に,特性を図2に示す｡主僚として,R6V

シリーズでは初めてインタークーラを用いたHITAC技トM･A･N

R6V18/21TLを2台,前後の機関室に搭載(‾とうさい)し,現地出

力は535PS/1,500rpmにセットLてある｡エンジンの吸気ほオイ

ルバスフィノレタとその前に設けた金網式のプレフィルタを通して吸

入される｡トルクコンバータにほ墟化形直結付の138シリーズが採

用され,エンジンにフランジ結合されている.｡エンジンとトルクコ

ンバータとは防振ゴムを介して6点で支持されている｡.機関車ほ幹

線用だけでなく,入換作業用にも適するように,逆転様には正逆転

のほかに高低速切換装置を内蔵し,そのギヤクラッチほ切換操作が

完了すると,ロックピソで固定する方式を手采用している｡また停止

検出器が備えてあるため,機関車停止中の丸正逆転の切換えが可能

で,誤操rFによるギヤクラッチの破損うこ防止されているこ 台車はウ

イング/ミネ式軸箱を備えた固定ポノLスタ式で,台車わくには箱形溶

接構造を採用しているっ タイヤに乙ま摩耗防止のため,路面の硬度を

上げたSTY-Qを採用した｡

冷却フアンにはオイルモータおよびオイルポンプを用いた静油旺

駆動方式を採用している｡水温制御･は冷却水回路に設けた油量制御

弁によって,自動的にフアンの回転数を制御して行なっている｡エ

ンジン冷却水とインタークーラ冷却水は別回路になっており,卜′レ

クコンパーータ油,エンジン潤滑油とともにラジエータコアミ･こよって

冷却している｡台わくのメインフレームにはT形鋼を採用した｡運

転室の天ノトおよび四方の壁にはグラスウー′ンの断熱材をほり,天井

には換気口を設けている｡運転室の床下部i･こは大きく開くドアを設

け,ブレーキ部品の点検に僚ならしめている｡検閲室のドアにほ′レ

ーバを設け,また天井に換気口を設けて綴関室内の温度ヒ昇を防止
している｡

運転席ほ進行方向に向かって右側に対称に設けらこれているr｡運転

台の選択は選択スイッチによって行なわれ,片肺運転も可能である｡

重遵運転は2両まで可能で,外部充電もできるようにバッテリ稽内

に充電椎受を術えている.=.

ブレーキ装置はセルフラップ式ブレーキ弁む用いた26LA自動

ブレーキのほかにこう配線区において,列車のブレーキカを一定に

保つため,直通ブレーキを賄えている｡正桁空気はエンジン先端か

らⅤベ′し卜で駆動されるC-1200圧縮恍によって供給され,吸気管

にほオイ′しノミス式とスチー′し式の2個のフで′しタを備えているぐ〕

燃料タンクは運転室下部の台わ`てから,1,000/容量のものが両側

に各1脚つり下げられている｡,またエンジン析動を容易にするた

め,補助タンクを機関室内に設けている.コ

保安装置としてはデッドマン装置,エンジン過回転防止装匿およ

びエンジン潤滑油圧低下,ニンジン冷却水温高温,トルクコンバー

タ油温の高温に対する保護装置を設け.それぞれの場合に対Lて.

ベルまたほブザーで警報を与えると同時に,エンジンを停止またほ

アイドル運転にするほか,トルクコンバータを中立位置にする｡

特殊装置としてほ,緊急連絡用の携帯電話依,脱線復旧用の復線

器を運転室内に備えている｡ (日立製作所交通事業部)

表1 主 要 仕 様

項 目 l単 位l 仕 様

時 間 中

性 能
粘 着 け

最低連続速度

最高速度

軌

車体寸法
連 結 而

車

車 体

車体軒昂二
道 整

形 式

ん 引 力

(タイヤ新製時)
高速段/低速段

巧‾:｢F斎感官｢
高速段/低速段

間

中央運転者,ギヤ駆動式

kgl16,500(粘着床数〃=0.3)
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il--m
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出 力
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市
T

キ
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駆 動

冷 却
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式
拒
径
首装

式
器

方

毒気制御方式
`正

.1ニー三,/こ
ッ ァ リ

ェ ン シ‾ ン 制 御

逆転機,トノLクコンノミータ
符j繍l

屯 連 制 御

特 殊 装 置

17.7/8.7

80/44.1

1,000

13,600

2,880

3,740

56.9ノ/53.8

HITACHトM.A,N.R6＼r18/21TLx2台

625PS′/1,500rpm

535PS/1,500rpm

NIIGATA-TWINDISC DBS138×2台

高低速2段,正道転切換式

2軸ボギー,固定f′レスク式

2,200

910

26LA自軸■7‾レーキ,直通ブ■レーキ什
および手ブレーキ

静油圧駆軌 自動達彦制御方式

ラジニ】タコ7

シャロン10A カブラ,ゴム緩衝器什

DC24V,8DG,200Ab/20h

電磁油圧方式

電磁空気方式

2両

デッドマン装置.携帯電話撤,復縁器
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図1 HGA-55BB形ディーゼル機関車
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高 尾 登 山

日 立 ケ

電

-

高尾登山電鉄株式会社にケーブルカー2両を納入,昭和43年9月

29日から運転が開始された｡

このケーブルカーは,輸送力の増強および老朽化した既存設備の

更新のためiこ新製したもので,今回は車両のほか巻上設備一式を納

入した｡

1.仕 様

1

2

3

4

5

6

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

形 式

最大乗車人員

車 両 重 量

軌 問

線 路 全 長

線路 こ う 配

車体傾斜角

車体主要寸法

長 さ

幅

嵐 さ

車輪直径

固定軸距離

運 転 速 度

使用鋼索直径

運 転 方 式

制 動 装 置

電 曳こ方 式

保安信号方式

集 電 方 式

戸 じ め装置

放 送 装 置

車体支持方式

135人乗 全金属製4輪ケーブルカー

136人(乗務員1人を含む)

10.9t

l,067mm

l,000m(斜 長)

31018′(最急こう配)

6D o′(最緩こう配)

15048/(平均こう配)

140

11,400mm

2,850mm

3,680mm

550□1m

6,000mIn

3.3m/s

42mm

交 走 式

バネ圧2段クサビ式

単架線式 AC200V 50Hz

誘導無線方式

簡易パンタグラフ 2基

電動式自動戸じめ装置

車内放送装置再生テープ付

車体ささえバネおよび引張棒式

2.特 長

(1)乗客出入ロドアは,電動式ドアエンジンを用いた自

動ドアで,乗務員清からの操作により,片側3枚の

ドアが一斉に開閉する｡

(2)保安のための車両と巻上室間の信号および通話装置

は,誘導無線方式である｡

(3)乗務員席の側には,乗務員出入用専用ドアを設けて

いる｡

(4)床の表面には,ロンリュームを上張りし,また階段

状の床のけり込みの部分にもロンリュームを張り上

げて,室内の美観および床付近の汚れを防いでいる｡

(5)腰掛フトンおよび背すりフトンの上張りには,日立

鉄 株 式 会 社 納

ブ ル カ

図1 ケ プ ル カ

囲2 ケ ー ブル カ
ー室内

:云l
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エルビヤン(人工皮革)を用いて,室内に近代的な感

じをもたせるとともiこ,耐久性の向上を因っている｡

(6)車体と台車をつなぐ引張棒は,この車両の走行する

線路こう配の特殊条件にあわせて,山下側,山上側のいず

れiこもきくように配置してある｡

(7)台車の非常ブレーキほ,日立ケーブルカーに最も多く使わ

れているバネ圧2段クサビで,このブレーキを緩解する油

一88-

瑚
/

図3 寸 法 図

圧装置には,手動ポンプのほかに,電動ポンプを設けて保

く‾､1:の便を図っている｡

(日立製作所交通事業部)



日 立 戸 じ

この装道三ほ電中が高速で走行中に,誤ってドアが開くのを防止す

るために使丁l]される.｡従凍,電中道転中は,最後部乗務員室の戸じめ

切換スイッチをi【後+位置とし,その他の乗務員宅の戸じめ切換ス

イッチを｢切+位置として連動運転され,編成全車のドアが閉じな

ければ主幹制御器に電源が得られない保安装置になっているカ＼乗

務員室で車掌が取り扱う車掌スイッチには特別な保安装置がなく,

わずかにかぎ付きの車掌スイッチが取り付けられているが,運転中

最後部乗務員室の車掌スイッチには′.即寺100Vまたは24Vが加圧

されているため,もL漕卜〕てこれに触れると編成全車のドアほいっ

せいに開くおそ′iしがある｡

このたぜ),`富市が高速で走行中にはたとえ車掌スイッ

チの誤操作があったとしてもドアが開かず,停市中もし

くは棒低速城においてのみドアを閃くことができるよう

にLた戸じめノ安全装置がこのほど日本国有鉄道のご協力

をえて完成L,多数の′居中に採用された｡

1.構 成

この装置の構成ほ図1のブロック図に示すとおりであ

り,従来の電車に取り付けてある電気式速度発電依と組

み合わせて使用し,電車がある設定速度(51くmノh)に達

すると,速度検出器内部にあるj_出力継電器を動作させ,

め機構の開閉制御が可能になるようにしたものである｡

外観を示したものである｡

2.仕 様

この装置のおもな仕様は表1に示すとおりである｡

電車の戸じ

図2はその

3.特 長

･(1)保守,点検および取接いが簡単である｡

主要部品ほH力継電器とその補助継電器をのぞいてすべて半導

体の静止機器で構成され,めんどうな点検は不要である｡

また速度の設定は可変抵抗の簡単な調整によって可能である｡

(2)小形,軽量である｡

プリソト板上に配置された静止機器が主要構成部品であり,出
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め 安 全 装 置

表1 戸じめ安全装琵の仕様

形式(国鉄形式)

方 式

構 造

てE源屯匠

′Ⅰ;力継電器接点通屯容量

危低検出列車速度

SRD-29A雅焔妄‾)lsRD-29A形(宗ごM)
中 軸 発 電 救 式

箱 形 トミ 不 ′L′ 形

直流100V(変動範囲110V～85V〕

直流 15A
二連続

2～6km/h(静的釈放速.吐)

使用周囲温度 貞 -10℃～＋55℃

静

(左):本 体

図2 SRD29A 形

(右) カ バ

速 吐 検 出 器

力継電器も汎用交流接触器を改良Lたもので,コン/ミグトにまと

められている｡

(3)広範囲の電中に適用できる.｡

小形軽量で取付スペースが小さく,かつ取付が容易であるので

新中のほか,既存車にも簡単に追加取付けができる｡また取付個

所が各室または乗務員室外の場合は箱形,乗務員室配電箱または

機器箱のときはパネル形である｡

(4)安定度が高い｡

主要枯成部品が静止機器であるので,耐振性,耐湿性などにす

ぐれている｡また余裕のある部品を使用し信頼度が高い｡

(5)速度計に対する指示誤差が少ない｡

装置の入力インピーダンスをじゅうぷん大きくし,速度計の指

示iこ対する影響を最大3%以下に押えている｡

(日立製作所交通事業部)
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図1 戸 じ め 安 全装置 ブ ロ
ック 図
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日立中容量簡易形低騒音モートル

近来,化学プラント,石油精製プラント,火力発電プラントなど

そのほとんどの機器が屋外または半屋外に設置されるようになって

公害問題あるいは労働環境衛生の見地から,機器の騒音低下に対す

る要求が多くなってきた｡

三相誘導電動機もその例外ではなく,騒音規制値は需要家iこよっ

て多少の差違はあるが,大体80一～90ホン程度が指定されている｡

この値は病院,ホテルなどビル内設置のモートルに要求される規則

値70～80ホンよりやや高いが,これは一般に広大な敷地iこ施設さ

れるのでビル内設置のようにきびしく押えていないためである｡

これら規制値以内にするためiこは,サイレンサを付ければ問題な

いが,従来より製作されているサイレンサ付の角形モートルは騒音

値70～80ホン程度をねらったものであるため,そのまま適用すれ

ば,いささか品質過剰気味となる｡それゆえ,標準機程より若干騒

音を下げた中間依種にすれば良い｡

日立製作所ではこの中間機種を簡易形低騒音モートルと名付け,

数多い需要に応じているので,以下その概略を紹介する｡

1.適 用

騒音規制の厳格さの順にA,Bと,二つのランクを設けている｡

これらの適用は表1に示すとおりである｡

2.構 造

(1)保 護 方 式

屋外設置であること,および防爆構造にする場合も考慮して,

全閉外扇形を標準とする｡

(2)構 造

モートル本体ほ標準品と同一構造とし,その全体を消音カバー

でおおい,内側に吸音材をほり付けてある｡吸音材にほ吸音効果

の良いウレタンフォームを使用している｡

通風経路は,モートルの反負荷側下部より吸気し,負荷側下部

より排気するようにしてある｡

軸受のグリース交換は,消音カバーをほずさなくてもできるよ

うに,グリースニップルを消音カバーの外に設けている｡

(3)絶 縁

F種絶縁を標準とし,屋外設置のため,防湿処理を施して,高

湿に耐えられるようにしている｡

3.寸 法

本モート/しほ消音カバーでこねおわれているので,センターハイト

およびモートル中心より軸端までの長さほ伸びて,特殊寸法となる

が,足穴の取付間隔と軸径,軸艮はIEC寸法に準拠している｡

なお,わく適用ほ標準位程より一段上を標準としている｡

蓑1 騒音のランクとモートルの適用

ランク!
‾■‾▼‾■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■l

三弓
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騒音規制値しぶン)lモ
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4.特 長

(1)消音カバーは底部を残し上へ抜き取jtるので分解組立てが

容易である｡

(2)サイレンサがないので,高さ寸法がサイレンサ付の約70%

になる｡

(3)斗引生はJISC4210,JISC4004に準拠し,標準機種とほとん

ど同一特性である｡

(4)本体ほ標準品を使用するので,納期が早くなり,また補修

部品の供給も容易である｡

(日立製作所 商品事業部)
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日立t形クラッチモートルのシリーズ化完成

縫製工業の近代化に伴い着実な発展を続けているクラッチモート

ルは,このたび根本的改良を加えたⅠ形シリーズを完成し,市場の

好評を得ている｡

l.特 長

(1)200W以上のモート′レには全閉形を持田して,モートル!ノっ

部へのゴミの侵入を完全に防止した二 綿堕(めんじん■)の多い縫製

工業に使用しても,分解掃除の手数がかからず好適である｡家庭

内職などの比較的綿墾の少ない環境で使用さjlる100Wは開放形

である｡

(2)新たに開発した特殊構造の防振ゴムを装着して,ミシンテ

ーブルに取り付けたときの騒音を少なくしたこ またクラッチ板に

冷却用のフアンを設けた合理的通風方式により.無負荷運転時は

とくに静かである｡

(3) フライホイー′レの慣性をじゅうぷん大きl･二してクラッチ性

能を大幅に向上した｡.どんなこ激しく使用しても速度低下がなく

作業能率がよい｡

(4)ベルト張力調整の容易なワンタッチ式スライドベースを装

着したので,ミシンテーブルに取り付けた状態での調整が容易で

ある｡

(5)全棟種の取付寸法を標準寸法に統一した｡

(6)単相品にほすべてコンデンサモートノレを採用しており,電

流が小さく,高力率である｡

(7)新形電源スイッチの採用により,モート′レ回転方向の変更

が端子を差し換えるだけで容易にできる｡

(8)ランプフリッカのない特殊巻線方式の6V,20Wランプ電

源を内蔵している｡

(9)外部からクラッチ摩擦板の摩耗程度が容易にわかる摩耗表

示および保護装置付である｡

(10)クラッチ部を回転させて操作レバーを最適位置に調整で

きる｡

2.構造 と 動作

外観を図1に,200W～400Wの内部構造を図2に示す‥.図に示

すようにモートル軸端にフ.ライホイール⑨を取り付け,その側面に

クラッチ摩擦板⑲を設けてあるこ モート′レ軸と同心こ配置され独立

して回転できるクラッチ軸⑯の端部にクラッチ板･､申を取り付け,前

記クラッチ摩擦板⑲との問に摩擦クラ､ソチを形成Lている｡クラヅ

チ板⑭の他面ほ,固定さ

れた扇形のブレーキ摩擦

片⑲と摩擦ブレーキとL

て作用する｡クラッチ板

ほクラッチ軸⑯,ボール

ベアリング⑲およぴスリ

ープ⑳を介してレバー@､

により左右に移動され.

クラッチ戻しバネ㊥によ

りブレーキ摩擦片に圧若

され静止している｡レノミ

ー㊧の端部を(図で)下に

引けば,クラッチ板⑪が

左に移動しブレーキが解

放されてクラッチが結合
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囲1Ⅰ形200Wクラッチモート′ン

表1 標 準 仕 様
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川
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00
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連
1

Z
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H

式
格
力
圧
数
数

相

(ト･CL九･トK

連 柁

200,250,400

200

2 およごご 4

50/60

同 期 回 転 数(rpm) 2極品 3,000/3,600 し50/60Hz時､

4榛品1,500/1,800 し50/60Hz時､

し,モートルの回転力がプーリ⑲より負荷に伝達される｡このよう

にして負荷の急起動,急停止ができ,しかもモートルほ常時回転し

ているので1万回/日程度の高ひん度使用にも耐えることができる｡

3.用 途

職業用および工業用ミシンの駆動

巻 線 機

小形工作機械(時計旋盤,リベッティングマシンなど)

そのほか急起動,急停止を要する負荷一般に使用できる｡

4.標 準 仕 様

標準品の仕様は表lに示すとおりである｡単相400W2桓モート

ルも注文により製作している｡

(日立製作所 商品事業部)

No.■ 部 品 名 INo.1 部 品 名
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囲2 Ⅰ形200～400Wクラッチモートルの構造
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(注1)200町‥16〝F,250W･‥20〃F,400W…35〃F

(単相品のみ･

(注2)単相用･･･UMKo4-D,三相用･･･UMKo4-T
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CP20形自動式構内交換装置

日本電信電話公社ほ,事業所用電話サービスの改善を図るた捌こ,

直営でサービスする構内交換設備のクロス/ミ化に着手した｡日立製

作所は日本電信電話公社のご指導のもとに,CP20形自動式構内交

換装置と呼ばれる直営のクロスバ式構内交換装置を開発した｡

この交換装置は,内線数が数百回線どまりの事業所に最適の構内

交換装置で,融通性に富んだ程々の機能を持っているため,これら

事業所に経済的で,より便利な電話サービスを提供できる｡

1.お も な仕様

本交換装置ほ局線中継台の形式により,有ひも式と無ひも式の2

種類に分けられる｡それぞjlのおもな仕様は表1のとおりである｡

2.中継方式とおもな特長

図1は本交換装置の中継方式を示したもので,その特長は次のと

おりである｡

(1)通話路にクロス/ミスイッチを使用した完全共通制御式のク

ロスノミ交換枚であるので,動作が安定であり,かつ長寿命である｡

(2)局線中継台には,据置形の有ひも式(図2)と,卓上形の無

蓑1 お も な 仕 様
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図1 中 継 方 式

■■

回2 有ひも式局線中継台

ひも式(図3)のいずれでも使用することができる｡

(3)ナンバグループと代表選択機能を具備しているので,職制

や,へや番号に合わせた合理的な番号計画を採用することがで

きる｡

(4)内線ごとまたほ内線群ごとにサービスクラスを付与でき,

発信全面規制(乙クラス),市外発信規制(甲クラス)ができる｡

(5)専用線,私設線を使用することにより,構内ばかりでなく,

市内,市外の支店や出張所と相互通話することができる｡

(6)局線切換装置や局線転送装置を使用することにより,休日

や夜間にも,顧客に対してより良いサービスを維持できる｡

(7)短縮ダイヤルをはじめ,種々の付加サービス(特殊共電,内

線延長など)を容易に実施することができる｡

3.構 造

本交換装置は図4に示すように,可動ゲートを持ったキャビネッ

トに収容される｡このキャビネットの仕様と特長は次のとおり｡

(1)小形で壁面設置が可能であり,占有床面積が小さい｡大き

さほ高さ2,000mm,幅1,320mm,奥行600mmである｡

(2)明るい色調であるため,一般の事務室にもよく調和する｡

(3)可動ゲートは1枚ごとに前面に開くことができるので,キ

ャビネット内部の工事,保守点検が容易である｡

(4)キャビネットは,分解,組立が簡単にできる構造となって

いるため,運数,搬入が容易である｡

(日立製作所通信株事業部)

噂 号･方 式･ 名 称 l略 号l方 式･名 称
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話‥竜

グ ル ー

座 席 レ

ジ ス

㌧ノ ノ､

搬

ク

ク

カ

ブ

タ

ク

内線相互ト ランク

局線出ト ラ ンク

局線両方向11ランク

局線入ト ラ ンク

孜老呼出ト ラ ンク

DNT

ADL

ADS

ADR

ADTLR

AMT

LLT

BWT-T

NS

NTT

ATT

NATT

空 番 ト ラ ンク

短縮ダイヤルセソダ
リソク

短縮ダイヤルセソダ

短縮ダイヤルレジスタ

短縮ダイヤルトランス
レータ

特殊共電ト ラ ンク

長距離内線ト ラ ンク

専用線両方向トランク

局 線 切 換 装 置

局線転送ト ランタ

局 線 中 継 台

局 線 壱≡ 送 台

周3 無ひも式局線中継台
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図4 開扉したキャビネット




